
親
子
そ
ろ
っ
て
タ
コ
づ
く
り

を
楽
し
も
う
と
、
 一
月
八

・
九

の
両
日
市
民
文
化
会
館
で
「
親
 

子
タ
コ
づ
く
り
教
室
」
 
が開
か

れ
、
絵
筆
を
持
っ
た
タ

コ
絵
師

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

タ
コ
づ
く
り
教
室
に
は
、
小

中
学
生
や
保
護
者
、
教
師
あ
わ

せ
昨
年
の
二
倍
の
二
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

弘
前
中
央
高
校
教
諭
の
尾
崎

四
桜
さ
ん
の
指
導
で
、
床
い
っ

ぱ
い
に
新
聞
紙
を
広
げ
、
下
絵
 

描
き
か
ら
色
塗
り
、
骨
組
み
ま

で
の

一
貫
し
た
タ

コ
づ
く
り
に

挑
戦
、

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
出
来
栄

え
に
主
催
者
も
び
っ

く
り
し
て

い
ま
し
た
。
 

〔写
真
廿
一
月
九
日
、
市
民

文
化
会
館
で
〕
 

' 

① 	 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 	1部 q 円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

発 行 所 

五所川原市役所 

464号 

昭和55年 2月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,387 

（昭和55年 1月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,593人 

女 	27,139人 

市 の 人 口 

52,732人 
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③こ八よびわら 

, 

、
、
《
 
・
ー
 
、
《
コ
 、
？
、
丈‘→
→
！【
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一
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・
 

、
し
ー
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乙
）
ー
ノ
、

f
 
レ
α
「Hコ
ー、
フ
、
［
フ
、
》ノ
 

親
子
そ
ろ
っ
て
タ
コ
づ
く
り
 



、ノ 

ノノ 

住
居
表
示
に

関
連
し
て
町
内

会
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
不

動
産
な
ど

の
番

地
は
ど
う
な
る

の
か
等
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
 

本
籍
や
不
動

産
の
番
地
は
ど

う
な
る
の
か

五
所
川
原
市

で
実
施
す
る
住

居
表
示
は
、
街

区
方
式
と
い
っ

て
町
を
ー

つ
の

ブ
ロ
ツ
ク
と
し

て
町
名
を

つ
け
、
 

そ
の
中
の
住
居

ご
と
に
番
号
を

つ
け
る
方
法
を
 

と
り
ま
す
。
 

,
 

そ
こ
で
戸
籍
法
に
よ
る
本
籍
、
 

ま
た
は
不
動
産
の
番
地
は
ど
う

な
る
の
か
と
申
し
ま
す
と
、
 

本
籍
の
場
合
 
実
施
の
区
域
に

本
籍
が
あ
る
人
だ
け
変
わ
り
ま

す
。
本
籍
を
表
わ
す
に
は
、
番

地
を
前
と
同
じ
よ
う
に
使
う
方

法
と
、
新
し
い
住
所
の
街
区
符

号
ま
で
を
本
籍
と
す
る
二
つ

の

方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

地
番
を
用
い
る
方
法
 

〇
新
本
籍
 

五
所
川
原
市
〇
〇
丁
目
〇
番

地
の
〇
 

（
こ
の
場
合
は
従
来
の
地
番
を

用
い
、
市
で
自
動
的
に
書
き
換

え
ま
す
。）
 

街
区
符
号
を
用
い
る
方
法

〇
新
本
籍
 

五
所
川
原
市
〇
〇
丁
目
〇
番
 

（
こ
の
場
合
、
市
に
転
籍
届
を

必
要
と
し
ま
す
。）
 

Aい
熱
イ
、毎
 ぐ

A
い
駄
 

た
だ
し
、
二
つ
以
上
の
町
（
字
）
 

が
合
併
し
て
で
き
た
新
し
い
ー
つ

の
町
に
同
番
地
が
生
じ
た
場
合

は
、
混
同
を
さ
け
る
た
め
ど
ち

ら
か

一
方
を
法
務
局
で
変
更
し

そ
の
む
ね
を
本
人
に
通
知
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

不
動
産
の
場
合
 
土
地
や
建
物

な
ど
の
表
示
は
、
本
籍
と
同
様

に
町
名
が
変
わ
っ
て
も
番
地
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

従
来
、
住
所
と
不
動
産
表
示

の
二
役
を
つ
と
め
て
い
た
番
地

を
本
来
の
財
産
番
号
だ
け
に
使

お
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
た
だ

し
、
不
動
産
の
所
有
者
の
住
所
は
、
 

変
更
に
な
り
ま
す
。
 

町
内
会
区
域
は
い
ま
ま
で
ど
お
 

】
‘
 

新
し
い
住
居
表
示
の
新
町
名

と
従
来
の
町
内
会
と
の
関
連
で

す
が
、
町
内
会
は
そ
の
地
域
の
 

蕪競 
1
！
 
、
、
 

熱
、
叫
（
」、
＼
 "', 

住み良いですか

あなたのまち 

あなたのまち、どんなまちですか。 

道路は十分に広いですか。 

交通事故や公害の心配はありませんか、 

近くにみんなで遊べる公園がありますか、 

いろいろな種類の建物がひしめいていませんか…。 

さあ、あなたのまちを、ふりかえってみて守ださい。 

新しい住居表示（新宮団地） 

斗
 

; 

gi 
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麟
「鷲
一
 

難
一
 

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
つ
く
り
運

営
し
て
い
る
自
治
組
織
で
す
か

ら
た
と
え
、
住
居
表
示
の
実
施

で
町
の
区
域
や
町
名
が
変
わ
っ
 

市
議
会
常
任
委
員
会
構
成
メ
ン
バ

ー
 

ロ
総
務
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
川
浪
直
治
▽
副

委
員
長
 
石
岡
裕
▽
委
員
 
川

浪
重
次
郎
、
斎
藤
昇
、
山
口
徳

二
、
寺
田
義
雄
 

ロ
経
済
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
成
田
守
▽
副
委

員
長
 
鳴
海
真
一
▽
委
員
 
和

島
就
蔵
、
神
階
二
郎
、
鶴
谷
敏

雄
、
奈
良
清
作
 

ロ
民
生
常
任
委
員
会
 

て
も
町
内
会
の
区
域
関
係
に
は

影
響
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

い
ま
ま
で
ど
お
り
運
営
さ
れ
て

も
差
し
支
え
な
い
わ
け
で
す
。
 

▽
委
員
長
 
小
野
仁
太
郎
▽

副
委
員
長
 
前
田
清
勝
▽
委
員

船
水
信
一
、
小
野
豊
四
郎
、
石

岡
貢
、
福
士
孝
一
 

ロ
建
設
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
山
田
誠
紀
▽
副

委
員
長
 
石
岡
彦
永
門
▽
委
員

葛
西
収
三
、
三
上
理
、
吉
岡
良

三
、
泉
谷
正
志
 （

敬
称
略）
 

③ （第 3種郵便物認可） 
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昭和55年（1980年） 2月1日（464号） 

計画法施 
都市計画という言葉、なじみが少ないかも知れません。 

しかし決して難しいことではないのです。 

道路が広くなっか‘ 踏切が立体交差になったり、 

丸，記輸戸ノ’一広い公園ができたり、 

そのまちに住むみノソ隊の，舞r薄昇解、尋軍Ig以hlii.画を定め、 

市 

ー マ ‘ 、 一 ’~ ’三 ““ 、  

都市施設は、みなさまの日々の生活に密接に関連しています。 

道路、その他の交通施設、上下水道、公園、学校、病院…等、 

一般に公共施設や公益施設と”いわれるものが、都市計画上は都市施設と呼ばれています。 

生活の向上、都市機能を維持するために、必要不可欠な基本施設です。 

、 
昭和55年除厄祈願祭ご案内 

ロ対象者 男 昭和14年 4 月 2 日～昭和15年 4 月1日 

生まれの方 

女 昭和23年 4 月 2日～昭和24年 4月1日 

生まれの方 

ロと き 2 月16日（土）午後 1時から 

ロところ 市内本町「アラスカ」 

ロ会 費 男 8,500円 女 7,500円 

口申込み締切り 2 月 8日 

口申込み先 各町内実行委員会、または事務局「カメ 

ノヤ洋品店」 2階（n4D3025番）へお申 

し込み下さい。 

昭和55年除厄祈願祭実行委員会 

都市計画とは 



雪
道
走
行
時
の
“
七
つ
道
具
）
 

こ
れ
だ
け
は
持
っ
て
い
こ
う
 

雪
が
降
っ
た
あ
と
の
道
は
、
 

表
面
が
雪
で
埋
ま
っ
て
道
路

の
く
ぼ
み
ゃ
溝
が
か
く
れ
て

し
ま
い
、
す
べ
て
平
ら
に
見

え
ま
す
。
そ
し
て
思
わ
ぬ
溝
 

砂
袋

・
スノ
ー
プラ
シ
 

不
凍
液
六
ッテ
L
7
ス
グ
・
 

に
落
ち
込
み
、
立
ち
往
生
し

て
い
る
車
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
“
不
測
の
事

態
”
に
備
え
て
、
次
の
よ
う

な
雪
道
走
行
の
七
つ
道
具
を

用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
 

▽
除
雪
用
ス
コ
ッ
プ
 
▽
け

ん
引
用
ロ
ー
プ
 
▽
不
凍
液
 

▽
ス
ノ
ー
ブ
ラ
・
ン
 ▽
バ
ッ

テ
リ
ー
・
ブ

ー
ス
タ

ー
 
▽
 

サ
ン
グ
ラ
ス
  

▽
ス
リ
ッ
プ

防
止
の
砂
袋
 

脅
猟
1
 

場
（
ト
リ
ム
コ
ー
ス
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 

．月
二
十
一
日

ロ
申
込
み
先
 
市

教
育
委
員
会
・
保
健

体
育
課

（
云⑤
二
一
 

ピ

ク

ニ
ッ

ク
（
歩
く
）
ス
キ

ー
を

開

催
 

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
四
日
 

（
日）
午
前
九
時
か
ら
正
午

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
北
斗
運
動
広
 

番
・
内
線
二
五
〇
番
）
 

ス
キ
ー
を
持
っ
て
い
な
い

方
に
は
お
借
し
し
ま
す
。
 

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。
 

初
心
者
を
歓
迎
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
 

ロ
と
こ
ろ
 
中
郡

ー
ム
で
は
、
ス
キ

ー
 

、
 
岩

木
町
ス
キ

ー
場
 

教
室
と
ス
キ
ー
の
つ
 

‘
．
、
 

ロ
交
通
 
午
前
八
 

ど
い
を
開
き
ま
す
。
 

・《
、
 

時
三
十
分
に
ホ
ー
ム

白
銀
の
世
界
に
思
 

フ
 
前
か

ら
貸
切
バ
ス
が

い
切
り
若
さ
を
ぶ
っ
 

γ
 

出
ま
す
a
 

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

0
 

ロ
会
費
 

一
人
五

参
加
者
を
募
集
中
 

一
 

百
円
。
 

で
す
。
 

・
一
 
ロ
昼
食
 

豚
汁
を

初
心
者
、
腕
に
自
 
，

ニ
 

用
意
し
ま
す
。
 

信
の
あ
る
方
は
、
ぜ
 

ヌ
 
ロ
申
込

み
先
 
市

ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

ロ
と
き
 
二
月
十
 

（
。④
三
六
〇
二
番
）
 

七
日

（
日）
 

冬
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど
で

路
面
状
況
が
極
端
に
悪
く
な
り
、
 

例
年
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
 

今
年
も
二
十
日
ま
で
の
間
に
、
 

人
身
、
物
件
合
わ
せ
て
八
十
一
一

件
の
事
故
が
発
生
し
、
三
十
一
一

人
が
ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

冬
に
発
生
す
る
交
通
事
故
の

ほ
と
ん
ど
は
、
 「
雪
道
」
と
い

う
道
路
の
特
殊
唯
条
件
を
考
え

な
い
で
運
転
し
た
結
果
に
よ
る

も
の
で
ち
o
 

雪
道
で
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
自
動
車
を
運
転
す

る
方
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
下
さ
い
。
 

車
間
距
離
は
 

夏
の
倍
以
上
 

ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て
か
ら
自

動
車
が
と
ま
る
ま
で
の
距
離
は
、
 

夏
の
道
路
の
三
倍
か
ら
六
倍
以

上
に
な
り
ま
す
。
 

急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急

ハ
ン
ド
ル
の
禁
止
 

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
横
す
べ

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ブ
レ
 

ー
キ
を
か
け
る
と
き
は
、
 一
回

に
踏
み
込
ま
ず
、
断
続
的
に
踏

ん
だ
り
離
し
た
り
す
る
動
作
を

繰
り
返
え
し
た
方
が
効
果
的
で
 
 

す
。
 

危
険
な
場
所
で
は
 

速
度
を
落
す
 

交
差
点
、
曲
が
り
角
な
ど
危

険
な
場
所
を
進
行
す
る
と
き
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
そ
の
手
前
か
ら
い

つ
で
も
と
ま
れ
る
よ
う
に
減
速

し
進
行
し
て
下
さ
い
。
 

対
向
車
と
す
れ
違
い
す
る
と

き
は
減
速
し
て
 

す
れ
違
い
の
際
の
ブ
レ
ー
キ
、
 

ハ
ン
ド
ル
操
作
は
、
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

道
路
の
左
端
に
寄
っ
て
徐
行
し

て
下
さ
い
。
 

大
型
車
と
す
れ
違
い
の
と
き

は
、
巻
き
上
げ
る
雪
煙
で
視
界

が
効
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

吹
雪
で

視
界
が
 

効
か

な
く
な
っ

た
ら
 

一
時
停
止
 

と
ま
る
と
き
は
ラ
イ
ト
等
を

点
灯
し
、
道
路
端
に
寄
っ
て
下

さ
い
。
 

ど
ん
な
吹
雪
で
も
、
 一
時
的

に
好
転
す
る
と
き
が
必
ず
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
進
行
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
 

雪
道
で
は
、
不
測
の
事
態
が

発
生
し
易
い
の
で
、
必
ず
シ

ー
 

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
下
さ
い
。
 

違
反
駐
車
は
 

や
め
ま
し
ょ
う
 

違
反
駐
車
は
、
交
通
の
妨
害

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
交
通
事

故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
 

除
雪
に
も
大
き
な
支
障
と
な

り
ま
す
の
で
、
違
反
駐
車
は
絶

対
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原警
察
署
）
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ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
十
七
日

（日
）
午
後
一
時
ー
四
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 

口
申
込
み
締
切
り
 
二
月
十
五
日
 

口
申
込
み
先
 
市
教
育
委
員
会

‘
保
健
体
育
課

（
廿
⑤
 

市
民
体
力
テ

ス
ト
会
 

一
二
一

一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
 

ロ
テ
ス
ト
種
目
 
壮
年
体
力
テ
ス
ト
、
ス
ポ

ー
ツ
テ
ス
 

ト
等
 

当
日
は
、
体
力
づ
く
り
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
 

〇共済見舞金の額 
災 害 の 程 度 等級 金 額 

死 亡 し た 場 合 1 800,00ず 

実治療日数 

180 日以上 

で 

入院 180日
以上を含む っ

。
 
 

150,000 

入院 90日
以上 180日
未満を含む 

Q
。
  

130,000 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

4
'
 

 一
  

実治療日数 
90日以上 

180日未満で 

入院 90日
以上を含む 

に

J
 
 

8O,()()() 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

6
  

60,000 

実治療日数60日以上90日未満 7 40,000 
実治療日数30日以上60日未満 8 30,000 
実治療日数10日以上30日未満 9 20,000 
実治療日数10日未満 10 10,000 

ニ
月
十
日

（
日
）
 

民
謡
手
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
 

〇
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

午
前
九
時
三
十
分
 
市
 

午
後
一
時
 
お
祭
り
広
 

民
文
化
会
館
 

場
 

会
 
期
 
中
 

〇
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 

〇
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル

（
市内
 

午
後
一
時
 
お
祭
り
広
 

一
円
）
 

場
 

主
催
 
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

第
十
回
「五
所
川
原
雪
ま
つ
り
」
 

ご
家
族
そ
ろ
って
お
い
で下
さ
い
 

女
性
卓
球
愛
 

好
者
を
募
集
 

！懸篇麟麟舞嚢舞 
家族そろつて加入じましょう 

ロ
お
間
い
合
せ
 

市
商
工
観
光
課

（
丑
⑤
」
 

一
一
番
‘
内
線
二
五
九
番
）
 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
市
社
会
課
、
ま
た
は
各
支
所

へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

二
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
し
 

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方

も
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
 

ロ
加
入
で
き

る
方
 

市
内
に
住
民

登
録
を
し
て
い

る
方
は
、
ど
な

た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
 

ロ
共
済
会
費
 

・

期
間
 

年
額
三
百
五

十
円
。
 
（共
済

期
間
の
途
中
で

加
入
す
る
場
合

も
同
額
で
す
。）
 

共
済
期
間
は
、
 

毎
年
四
月
一
日

か
ら
始
ま
り
三

月
「
一
十
一日
で

終
わ
り
ま
す
。
 

（
途
中
で加
入
さ
れ
る
方
は
、
 

加
入
の
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。）
 

ロ
そ
の
外
の
利
点
 

1
ど
ん
な
小
さ
な
交
通
事
故

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

2
見
舞
金
の

請
求
は
、
事
故

の
起
き
た
日
か

ら
一
年
間
有
効

で
す
。
 

3
職
場
、
町

内
会
、
グ
ル

ー
 

プ
な
ど
、
二
十

人
以
上
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
 

団
体
の
取
り
扱

い
を
し
ま
す
。
 

（
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
 

学
校
単
位
で
取
り
扱
い
し
て
い

ま
す
。）
 

〇
タ
コ
あ
げ
大
会
 

午
後
一
時
 
岩
木
川
原
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

（
特別
参
加
）
小
幡
の
 

五
十
枚
タ
コ
 

ニ
月
十
一
日

（祭
日
）
 

〇
歌
謡
・
津
軽
民
謡
・
津
軽
 

各
職
場
、
団
体
等

は
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。
 

ロ
実
施
期
間
 

月
一
日
ー
二
月
九
日

ま
で
 

ロ
場
所
 
各
職
場
、
 

団
体
等
に
お
ま
か
せ

し
ま
す
。
 

ロ
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
・

保
健
体
育
課

（
云
⑤

一
一
一
一
番
・
内線

一五
〇
番
）
 

参
加
団
体
等
に
は

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

卓
球
の
好
き
な
女
性
の
方
、
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
練
習
日
 
毎
週
火
曜
日

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館

ロ
申
込
み
 
お
間
い
合
わ

せ
 
野
呂
柳
子
（
廿
⑤
五
六

九
九
番
）
 



あ
と
四
カ
月
で
締
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り
 

国
民
年
金
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現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民

年
金
の
特
例
納
付
の
締
切
り
は

今
年
の
六
月
末
で
す
。
そ
れ
ま

で
、
あ
と
四
カ
月
を
残
す
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
未
加
入
の
方
や
加
入
し
て
 

い
て
も
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の

期
間
が
あ
る
た
め
年
金
の
受
給

資
格
を
失
っ
た
方
々
を
救
済
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

五
十
三
年
七
月
か
ら
今
年
の

六
月
末
日
ま
で
の
二
年
間
に
限

っ
て
、
滞
納
保
険
料
の
納
付
を

認
め
、
年
金
権
を
復
活
さ
せ
よ
 

"
,

．
 
で
‘
霧津
一●
い‘
」
 

r
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
世
帯

更
生
資
金
貸
し
付
け
の
幅
を
広

げ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
 

特
例
納
付
に
要
す
る
額
の

二
分

の

一
以
内
、
最
高
二
十
五
万
円

ま
で
貸
し
付
け
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
に
 

務
局
 
市
内
布
屋
町
一
七
、

田
 

先
 全

抑
協
五
所
川
原
支
部
▽
事
 

六
カ
月
の
据
え
置
き
期
間
後
、
 

三
年
以
内
に
返
済
す
れ
ば
よ
く
、
 

年
利
率
は
三
％
（
据
え
置
き
期

間
は
無
利
子
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

村
勉

一
e
④
二
七
〇
八
番
）
 

ロ
お
間
い
合
わ

せ
・
申
込

み
 

シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
者
、
加
入
の
お

す
す
め
 

特
例
納
付

に
資

金
貸

付
制

度
 

は
、
保
証
人
一
人
が

必
要
で
す
。
 

各
地
区
の
民
生
委
員
が
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
貸

し
付
け
を
受
け
る
方
は
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
社
会
課

・
国
 

民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

う
と
い
う
制
度
で
す
。
 

特
例
納
付
額
は
、
月
四
千
円
 

で
、
期
間
内
な
ら
分
割
納
付
も
 

市、県民税の申告相談 
	税の適正な申告を 

地区 月 	日 曜
  

相 談 会 場 時 	間 対 	象 	区 	域 

ヒ
 

和
 

っ
一2
2

ワ
】2
  

7
7
8
9
9
 
 

!
 

,
 

.
 

.
 
 

木
本
金

土
土
 

原子公民館

高野公民館
羽野木沢公民館

前田野目公民館

俵元公民館 

9 : OO-15 : 00 
9 : 00-45; 00 
9 : 00-15 : 00 
9 : 0O-12 : 00 
9: OO-12 : 00 

原子 

高野 

羽野木沢、持子沢 

前田野目 

俵元 

長
 
橋
  

2
2
2
 

,
 

1
1
1
 
2
3
4
 

 

火
水

木
 

長 橋 支

長 橋 支

松野木小学校 

所 

所 

9 : 00-45 : 00 
9 : 00-15 : 00 
9 : 00-15 : 00 

浅井、福山、豊成 

野里、杉派立、神山 

若山、石田坂、戸沢、松野木、福岡 

梅
沢
  

2 . 	15 
2 . 	16 

金
土
 

梅 沢 支

梅 沢 支 

所 

所 

9: 00-15 : 00 
9 : 00-12 : 00 

梅田 

中泉 

中
 
川
  

2 . 	18 
2 . 	19 
2 . 	19 

月
火
火
 

中 川 支 所 

中 川 支 所 

沖飯詰小学校 

9: 00~iS : 00 
9 : 00-45 : 00 
9 : 00-15 : 00 

川山 

種井、中泊 

桜田、沖飯詰 

栄
  

2
2
 
2
2
 
0
1
 

 

.
 

.
 
 

水
木
 

栄 	支 	所 

栄 	支 	所 

9: 00-15 : 00 
9 : 00~is: 00 

稲実、姥落、みどり町 

七ッ館、広田 

松
 
島
  

2 . 22 
2 . 	23 
2 . 	25 

金
土

月
 

松 島 支 所 

松 島 支 所 

松 島 支 所 

9 : 00-45 : 00 
9: 00-12: 00 
9 : 00-15: 00 

水野尾、米田、唐笠柳、金山 

吹畑、石岡、漆川 

一野坪、太刀打、松島町、十川町 

毘
沙
門
  

2 . 26 
2 . 	27 

火
水
 

長富集会所

毘沙門小学校 

9 : 00-15 : 00 
9 : 00-15: 00 

長富 

毘沙門 

飯
 
詰
  

2 . 28 
2 . 	29 
3. 	1 

木
金
土
 

飯 詰 支 所 

飯 詰 支 所 

飯 詰 支 所 

9 : 00-15 : 00 
9 : 00-15 : 00 
9 : 00-12 : 00 

橋上、下岩崎 

橋下 

橋下 

三
 
好
  

3. 	3 
3. 	4 
3. 	5 

月

火
水
 

三 好 支 所 

三 好 支 所 

三 好 支 所 

9 : 00-15 : 00 
9 : 00~is : 00 
9 : 00-45' 00 

高瀬、鶴ケ岡 

藻川 

藻川 

本
 

庁
  

3
3
3
3

3
3
3
3
3
 
 

6
7
8

1
01
11
21
31
41
5
 

 

木
金

土

月
火
水
木
金

土
 

市民文化会館

市民文化会館

中 央公民館

市民文化会館

市民文化会館

市民文化会館

中 央公民館

市民文化会館

市民文化会館 

9 : 00~is : 00 
9 : 00-15 : 00 
9 : 00-42 : 00 
9 : 00-15: 00 
9 : 00~is : 00 
9 : 00~is : 00 
9 : 00-15: 00 
9: 00~iS : 00 
9 : 00-12 : 00 

小曲、田川、中川長橋、中川新宮、新宮団地 

湊、湊団地、栄町、田町、八重菊、不魚住 

鎌谷町、一ッ谷、鳥森、下り枝 

元町、蓮沼、平和町、弥生町、布屋町 

旭町、雛田、敷島町、末広町 

上平井町、中平井町、下平井町、幾世森 

柏原町、錦町、幾島町、柳町、新宮町 

新町、寺町、川端町、岩木町、芭蕉 

東町、本町、大町 

※昭和55年度市、県民税申告書は申告相談会場に備え付けしてあります。 

提出時期が変更 

老齢年金の現況届 

そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
月
の
末
日
ま

で
に
提
出
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
 

一
月
か
ら
三
月
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
は
、
今
年
に
限
り
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
二
月
十
五
日
ま
で

提
出
す
る
こ

と
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時

期
の
お
よ
そ
ー
カ
月
前
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
項

を
記
入
の
う
え
、
早
め
に
市
長

の
証
明
を
受
け
て
社
会
保
険
庁

へ
返
送
し
て
下
さ
い
。
 

社
会
保
険
庁

は
、
国
民
年
金

の
老
齢
年
金
、
 

通
算
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
毎

年
現
況
届
の
用

紙
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
は
、
 

こ
れ
ま
で
二
月

十
五
日
が
提
出

期
限
で
し
た
が
、
 

今
年
か
ら
次
の

よ
う
に
変
わ
り

ま
す
。
 

四
月
以
降
に

生
ま
れ
た
方
は
 



,
 

' 
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行
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響
子
供
の
健
全
育
成
の
場
に
 

市
内
の
児
童
館
（
八
館
）
は

こ
れ
ま
で
幼
児
の

保
育
を
中
心

に
運
営
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
 

児
童
館
は
本
来
、

児
童
の
健
全

な
遊
び
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
 

子
供
会
、
母
親
ク

ラ
ブ
な
ど
の

コ
ミ
ユ
 

の
場
と
 

し
て
活
 

用
さ
れ
る
の
が
目
的
で
す
。
 

当
市
に
お
い

て
も
、
保
育
所

が
年
々
整
備
さ
れ
て
き
た
現
在
、
 

保
育
業
務
を
行
っ

て
い
る
児
童

館
は
、
国
・
県
の
指
導
も
あ
り
、
 

児
童
館
本
来
の
姿
に
戻
し
、
児

童
の
健
全
育
成
を
図
る
方
針
で
 

歳
末
助
け
 

▽
一
万
円
、
飯
詰

・
工
藤
徳

三
郎
▽
一
万
円
、
五
所
川
原
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▽
五
千
円
、
 

旭
町
町
内
会
▽
五
千

円
、
本
町

町
内
会

▽
千
二
百
五
十
円
、
岩

木
町

・
福
士
孝

一
▽
一
万
八
千

百
九
十
円
、
寺
町
、
岩
木
町
町
内

会
▽
二
千
円
、
寺
町
岩
木
町

・

わ
か
さ
会

▽
九
千
円
、
小
曲
町

内
会
▽
千
円
、
浅
井

‘
秋
田
信

子
▽
七
千
円
、
布
屋
町
町
内
会

▽
一
万
円
、
鶴
谷
ヤ
ナ

▽
六
千

円
、
中
平
井
町
町
内
会

▽
一
万

円
、
敷
島
町
葛
西
造
花
店
▽
一
 
 

す
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
後
保
育
を

必
要
と
す
る
幼
児

は
、
保
育
所

へ
入
所
申
し
込
み
を
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

児
童
館
は
、
今
後
次
の
要
領
 

で
運
営
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
対
象
児
童
 

1
保
護
者
が
常
に
在
宅
し
て
 

い
る
児
童
 

2
お
お
む
ね
三
歳
以
上
の
幼
 

児
、
ま
た
は
小
学
校
低
学
年
 

ロ
利
用
申
込
書
 

協
力
者
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

万
円
、
幾
島
町
町
内
会

▽
五
千

四
百
円
、
さ
つ
き
町
町
内
会

▽

一
万
円
、
松
鶴
会
婦
人
部

▽
三

万
円
、
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

▽
六
千
円
、
第
一
千
鳥
町
町
内

会
▽
七
千
円
、

錦
町
町
内
会

▽

二
百
五
十
円
、
錦
町
小
田
川
文

子
▽
三
万

二
千
九
百
九
十
八
円
、
 

五
一
中
生
徒
会
 

▽
三
千
円
、
上
平
井
町
辻
義

一
▽
八
千
円
、
上
平
井
町
町
内

会

▽
二
十
五
万
三
千
二
百
五
十

円
、
湊
ち
ど
り
舞
踊
会

▽
五
千

円
、
新
宮
団
地
県
営
住
宅
町
内
 

各
児
童
館
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
 

ロ
機
能
 

1
健
全
な
遊
び
を
通
し
て
、
 

児
童
の
集
団
及
び
個
別
指
導
 

2
対
象
と
な
る
幼
児
は
、
主
 

と
し
て

午
前
中

と
し
、
 

学
童
は

主
と
し
 

て
下
校
時
か
ら
タ
刻
ま
で
と
す

る
。
 

3
子
供
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
等

地
域
の
組
織
活
動
の
育
成
を
図

る
。
 

会

▽
三
万
九
千
八
百
四
十
二
円
、
 

大
和
山
五
所

川
原
ブ

ロ
ッ
ク
青

年
部
▽
二
万

円
、
新
宮
団
地
第

一
町
内
会

▽
七
千
三
百
円
、
柏

原
町
町
内
会

▽
三
千
円
、
末
広

新
宮
町
町
内
会

▽
一
万
十
七
円
、
 

老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴
会

▽
七
千
四

百
八
十
九
円
、
旭
町
酔
楽
殿
▽

五
千
円
、
鎌
谷
町
町
内
会
▽
十

万
三
千
四
百
円
、
五
所
川
原
合

唱
団
▽
四
万
二
千
円
、
中
平
井

町
瓜
田
栄
蔵
▽
五
千
円
、
成
田

町
町
内
会

▽
二
十
万
円
、
白
生

会
胃
腸
病
院

▽
三
千
円
、
十
川

町
▽
三
万
七
千
円
、
大
町
と
り

の
多

一
▽
五
千
六
百
六
十
七
円
、
 

中
平
井
町
米
田
新
治

▽
千
七
百

円
、
柏
原
町
大
鷹
洋
子
▽
四
万

五
千
円
、
敷
島
町
町
内
会

▽
七
 
 

千
九
百
三
十
円
、
昭
和
プ

ロ
パ

ン
商
会

▽
一
万
八
千
円
、
松
島

町
四
丁
目
町
内
会

▽
五
千
円
、
 

川
端
町
三
浦
玉
喜

▽
七
千
円
、
 

新
町
町
内
会
▽
八
千
三
百
一
円
、
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
一
同
 

▽
一
万
三
千
円
、
田
町
町
内

会
▽
一
万
五
千
円
、
下
平
井
町

町
内
会

▽
五
万
円
、
木
造
町
丸

屋
酒
造
囲
会
社
▽
十
万
円
、
五

所
川
原
地
区
日
立
会
▽
千

八
百

円
、
千
鳥
老
人
ク
ラ
ブ
▽
一
万

円
、
雛
田
町
内
会

▽
一
万
五
千

六
百
円
、
東
雲
町
町
内
会

▽
「
一

千
八
百
円
、
稲
垣
村
瓜
田
ゆ
り

▽
三
万
円
、
西
北
五
遊
技
共
同

組
合

▽
六
千
円
、
平
和
町
町
内

会

▽
四
千
円
、
田
園
調
布
町
内

会

▽
二
千
円
、
弥
生
町
町
内
会
 

▽
三
千
四
百
円
、
第
二
柳
町
町

内
会

▽
一
万
円
、
下
平
井
町
青

年
部
▽
千
九
百
五
十
五
円
、
五

小
二
年
小
枝
聡
子
▽
六
千
三
百

五
十
円
、
大
町
町
内
会

▽
一
万

七
千
八
百
六
十
円
、
青
森
ヤ
ク

ル
ト
五
所
川
原
営
業
所
販
売
店

一
同
▽
一
万
九
千
三
百
五
十
八

円
、
第

一
高
校
少
林
寺
拳
法
部
 

J
R
c
▽
一
万
二
千
六
百
七
十

八
円
、
平
和
町
子
供
会
 

▽
一
万
四
千
二
百
円
、
五
農

高
J
R
C
▽
三
万
円
、
森
田
の

り
お
▽
七
千
四
百
七
十
七
円
、
 

浅
沼
組
囲
五
所
川
原
電
々
社
宅

作
業
所
一
同
▽
二
万
六
百
五
十

円
、
み
ど
り
町
七
丁
目
▽
四
千

九
百
五
十
四
円
、
さ
つ
き
町
鎌

田
明
子

・
幸
子
▽

一
万
七
千
六
 

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ぎ

い

ま
す
。
 

五
十
四
年
九

月
一
日
、
十
一
一

月
三
十

一
日
ま

で
の
受
け
付
け

分
で
す
。
 

▽
三
万
円
、
 

津
軽
三
味
線
秀

栄
会

▽
一
万
円
、
 

松
緑
神
道
大
和
 

山
連
合
青
年
団
▽
衣
類
外
二
百

五
点
、
中
三
囲
会
社
▽
二
千
一
一

百
八
十
円
、
神
山
老
人
ク
ラ
ブ

▽
二
千
円
、
田
川
山
形
レ
キ

▽

六
万
五
千
九
百
九
十
円
、
裏
千

家
淡
交
会
五
所
川
原
分
会
青
年

部
▽
一
万
五
千
円
、
五
農
高
林

業
科

▽
五
万
円
、
原
太
津
美

▽

衣
類
五
十
点
、
新
町
長
谷
部
い

と
▽
三
万
六
千
百
五
＋
七
円
、
 

昭
和
パ
ー
ル
会

▽
三
千
円
、
平

和
町
老
人
ク
ラ
ブ

▽
十
四
万
一
一

千
八
百
五
十
円
、
学
校
法
人
舘

田
学
園
▽
お
し
め
百
三
十
枚
、
 

松
島
町
六
丁
目
婦
人
部
▽
衣
類

五
十
点
、
み
ど
り
町
七
丁
目
町

内
会

▽
六
千
八
十
七
円
、
 
ー
ツ

谷
大
坂
京

▽
五
万
八
千
百
九
十

九
円
、
敷
島
町
町
内
会
青
年
部
 

（
敬
称
略
）
 

百
五
十
九
円
、
東
町
ス
ナ
ッ
ク

カ
ト
レ
ア
▽
千
四
百
円
、
み
ど

り
町
七
丁
目
町
内
会

▽
一
万
円
、
 

み
ど
り
町
四
丁
目
町
内
会
 

（敬
称
略
）
 

児
童
館
、
保
育
業
務
か
ら
脱
皮
 

乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 

ます。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から 1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの医療機関で健康診査を受けて 

いる乳児はご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	 象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 

10月生まれの 
乳 児 

2 月13日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 

7 月生まれの 
乳 児 

2 月19日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和53年 

8 月生まれの 
幼児 

2 月26日 シ 

ま鷲鷲』lか 
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納
入
業
者
の
登
録
を
受
付
け
 

等級 賞 	品 組 番 	号 

1
 等
 

コンパク ト 

カメ ラ 

A 	組 063102 

B
  

A共
 
組
通
 

 

622727 
548146 
739122 

2
等
 

ポ
 
ケ
 
・
ト

メ
 

ッ
カ
 
一
フ
 

 

A 	組 下5 ケタ 	01340 
AB組共通 下 5 ケタ 	55111 

3
等
 

手紙セッ ト B
  

A共
 
組

通
 

下 3 ケタ 	577 

692 

4
等
 

お 年 玉 

切手シート 
B
  

A共
 
組
通
 

下 2 ケタ 	41 

61 
81 

（五所川原郵便局） 

雪
下
ろ
し
、
電
話
引
込
線
に
ご

注
意
 

市
で
は
、

五
十
五
年
度
に
使

用
す
る

物
品

の
調
達
業
者

の
登

録
更
新
を
次

の
と
お

り
受
け
付

け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、

西
北
中
央
病
院
、
 

給
食

セ
ン
タ

ー
等
、
市
の
施
設

へ
の
物
品
納
入

を
希
望
さ
れ

る

業
者
は
、

登
録

手
続
き

を
し

て

下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 
二

月
一
日
か
 
 

ら
二
月
ニ
十
九

日
ま
で
 

ロ
受
付

場
所
市

財
政
課
（
本

庁
四
階

）
 

ロ
提
出
書
類
 
業

者
登
録
申

請
書
、
納
税
証
明
書
、
営
業
証

明
書
各
一
部
。
（登
録
申
請

用
紙

は
財
政
課
に

あ
り
ま
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
課
（
廿

⑤
二
一
一
一
番

・
内
線
三

一
六

番
）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 
 

ロ
引
換
期
間

一
月
二
十

一
日

か
ら
七
月

二
十

一
日
ま
で
 

ロ
住
所
録

友
人
、

知
人
、
 

ま
た
は

取
引
先

の
住
所
が

変
っ

て
な
い
か

確
め
、
 

住
所
録
を
整

理

し
ま
し
よ

・フ
。
 

県
内
職
セ
ン
タ

ー
で
は
、

か
 

ぎ
針
編

み
の
内
職
者
を
求
め
て
 

い
ま
す
。
 

ロ
仕
事
の
内
容
 

婦
人

・
子
供
カ
ー
デ

ィ
ガ

ン
 

（材
質
、

夏
糸
）
 

ロ
説
明
会
 

希
望
者
に
は
、

二
月
七

日
 

（
木
）
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
 
 

教
育
会

館
で
説

明
会
を
開
き
ま

す
。
 

二
号
レ

ー
ス
針

持
参

の
う
え

お

い
で
下
さ
い
。
 

二
月
中
に

ス
カ
ー

フ
縁
縫
い

の
講
習
も
予

定
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
申
込

み
、
間
い
合

わ
せ

五
所
川
原
職
業

安
定
協
会
内
 

（
廿
⑤
二
五
七
〇
番
、
）
佐
々
木
 

雪
下
ろ
し

の
季
節
で

す
。

例

年
こ

の
季
節
に

な
り
ま
す
と
、
 

電
話

の
故
障
が

増
加
し

ま
す
。
 

こ
の
故
障
の
ほ

と
ん
ど

が
雪

下
ろ
し

の
際
の
不
注
意
で
、
電

話
の
引
き
込

み
線
や

ケ
ー
ブ

ル

を
切
断
し

て
し
ま
う

の
が
原
因

で
す
。
 

長
橋
、

梅
沢
局
で

も
、

ボ
タ

ン
の
操
作
に

よ
っ

て
相
手
に

つ

な
が

る
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
が

販
売

さ
れ
ま
す
。
 

プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
は
、
そ
の
ほ

か
相
手
の
電
話
番

号
を
電
話

機

に
覚
え
さ

せ
、
長
い
電
話
番
号

も
ボ

タ
ン
三

つ
で
つ
な
が
る
方

法
も
で

き
る
便
利
な

電
話

で
す
。
 

現
在
回
転

式
の
ホ
ー
ム

テ
レ
 

屋
根
か

ら
の
雪
の
自
然
落

下

で
切
断
す
る
場
合

も
あ

り
ま
す
。
 

電
話
線
付
近
の
雪
下
ろ

し
を

早
め
に
な
さ
る
と
と
も
に
、

雪

下
ろ
し

の
際
は
、

電
話
線

を
切

ら
な
い
よ
う
に

く
れ
ぐ

れ
も
ご

注
意
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
電
報
電
話

局
）
 

ホ
ン
や
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
ン
を
お

持

ち
の
方
は
、

プ
ッ

シ
ュ
式
に
替

え
ら
れ

ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、

お
申
し
込

み
下
さ
い
。
 

二
月
中
お

申
し
込

み
の
方
に

は
粗
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。
 

詳
細
は
、

五
所
川
原
電
報

電

話
局
（

e
④
二
〇
〇
〇
番

）
へ

お
問
い
合
わ

せ
下
さ

い
。
 

青森労働基準局 

最低賃金改正のお知らせ 

最発
 
貨

効
 
の

年
 
区

月
 
分

日
 

最 低 賃 金 額 青小
 
森

専
 
県

響
 
卸

耳
 
売

（
 
業

任
 

・
今
  

1．卸売業に係る業務に
従事する者にっいては， 

1日2.760円（時間給労
働者等にっいては， 1 
時間345円） 

2 ．市部の区域内の事業
場で小売業に係る業務
に従事する者にっいて 
は， 	1日2,527円（時間 
給労働者等にっいては， 
1 時間316円） 

青森県食料品製 
造業最低賃金 
55. 	1 	. 	21 

1 日2,653円（時間給労働
者等にっいては， 1時間 
332円） 

」 ノし，に」，x 叱、” コ皿 

55. 	1 	. 	21 

I 

青森県繊維産業 
最 低 賃 金 

1日2,507円（時間給労働
者等にっいては， 1時間
引4円） 

青森県木材・木製
品・家具・装備品
製造業最低賃金 

4 

1 日2,666円（時間給労働
者等にっいては， 1時間 
334円） 

森
製
 
・
業

青
石
最
 
県

品
低
 
業
造
賃
 
土
 
金

窯
製
 
ク
  

1日2,907円（時間給労働
者等にっいては， 1時間 
364円） 青森県出版・印 

刷・同関連産業 
最 低 賃 金 

ク 

1日2,642円（時間給労働
者等にっいては， 1時間 
331円） 青備

 
森

業
 
整

県最
 
動

賃
 
車
金

自
低
ク
  

1日2,701円（時間給労働
者等にっいては， 1時問 
338円） 青森県機械・金 

属製品等製造業 
最 低 賃 金 

ク 

1日え721円（時間給労働 
者等にっいては， 1時間 
341円） 

青森県最低賃金 
54. 	10. 	20 

1 日2,373円（時間給労働
者等にっいては， 1時間 
297円） 

お年玉賞品の引き換えは早めに 

昭和55年お年玉当せん番号 

か
ぎ
針
編
み
の
内
職
希
望
者
募

集
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 
お
気
軽に
お
い
で下
さ
い
 

医
師
会

と
家
庭
を

結
ぶ
、
「
み
 
ロ

と
き
 
二

月
二
十

二
日
岡

ん
な

の
健
康
教
室
」
が

次
の
日
 
午
後
一
時
か

ら
 

程
で
開
か
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
 
ロ

と
こ
ろ
 
産
経
会

館
四
階

お

い
で
下
さ
い
。

今
回
の
テ
ー
 
ホ
ー
ル
 

マ
は
、
 
「冷
え
症

」
に

つ
い
て
 
ロ

主
催
 
北
五
医
師

会
、

五

で
す
。
 

所
川
原
市

民
保
健
協
議

会
 

長
橋
、
梅
沢
局
で
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
販
売
 

『競
務
舞
舞
羨
婆
一
一
 

納
税
証
明

書
の
請
求
は
早
め

に
 

税
務
署
で
は
、
毎
年
二
月
か
 
午
前
十
時
か

ら
 

ら
三
月
に
か
け
て
、
確
定
申
告
 
対
象
 
五
所

川
原
市
ほ
か

や
贈
与
税
の
納
税
相
談
事

務
 
午

後
一
時
三
十
分
か
ら

の
た
め
、
非
常
に
事
務
が
ふ
く
 
対
象
 
農
業

所
得
者
以
外
の

そ
う
し
ま
す
か
ら
、
納
税
証
明
 
給
与
所

得
者
等
の
還
付
申
告
者

を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
で
き
 
ロ

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

る
だ
け
二
月
十
五
日
頃
ま
で
に
、
 

確
定
申
告
・
納
税
相
談
 

ま
た
四
月
以
降
に
請
求
さ
れ
る
 

ロ
と
き
 
三
月
四
日

（
火
）
 

よ
う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

午
前
九
時
か
ら
 

五
十
四
年
分確
定
申
告
脱
明
会
・
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
税
務
 

ロ
と
き
 
二
月
六
日

（
水
）
 

署
（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

（第 3種郵便物認可） 

【
 

《

！
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
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